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特集
平成28年度 全道漁協トップセミナー

ぎょれん中期的事業推進方向と
　 　　平成29年度事業計画 －前編－

北るもい漁協

米森 みゆきさん

・甘えびの頭・・・24匹分
・長ねぎ・・・1本
・顆粒だし・・・少々
・塩・・・適量
・水・・・480cc

今回は「甘えびの頭のお吸い物」をご紹介します。
シンプルな味付けながらえびの旨味でおいしく
仕上がる、お手軽レシピです。

材料（4人分）

甘えびの頭の
お吸い物

上品な香りが魅力の甘えびのお吸い物

浜のおかあさん

レシピ

甘えびの頭のひげをとる。
鍋に水480ccを入れ、お湯を沸かし甘えびの頭
を入れる。
火が通ったら、お好みで塩や顆粒だしで味を調
える。(あくが出るのでよくとる)
長ねぎを斜め薄切りにして、火を止めてから入
れる。
盛り付けをして出来上がり。

❶
❷

❸

❹

❺

作り方
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　血
糖
値
が
上
が
る
と
イ
ン
ス
リ
ン

と
い
う
血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル
モ
ン

が
分
泌
さ
れ
、
筋
肉
や
肝
臓
な
ど
に

ブ
ド
ウ
糖
を
貯
蔵
さ
せ
ま
す
。
さ
ら

に
余
っ
た
ブ
ド
ウ
糖
は
、
脂
肪
組
織

に
取
り
込
ま
せ
中
性
脂
肪
と
し
て
蓄

え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
肥
満

の
原
因
の
ひ
と
つ
。
糖
質
は
大
事
で

す
が
、
摂
り
過
ぎ
が
問
題
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
不
足
も
逆
効
果
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
作
る
た
め
の
ブ
ド
ウ
糖
が

減
る
と
、
筋
肉
な
ど
を
作
る
タ
ン
パ

ク
質
が
分
解
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
な
り
ま
す
。
す
る
と
筋
肉
が
減
少

し
、
基
礎
代
謝
量
も
減
っ
て
太
り
や

す
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
覚
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　上
手
に
糖
質
を
摂
る
に
は
、
選
び

方
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。
血

糖
値
を
急
激
に
上
げ
な
い
食
品
を
選

ぶ
こ
と
。
砂
糖
や
白
い
小
麦
製
品
な

ど
は
血
糖
値
が
急
激
に
上
が
り
、
イ

ン
ス
リ
ン
も
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
て
、

せ
っ
せ
と
中
性
脂
肪
と
し
て
蓄
え
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
血
糖
値
を
ゆ
っ
く

り
上
げ
て
い
く
食
品
を
選
ぶ
こ
と
が

肥
満
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　中
で
も
魚
介
類
の
糖
質
は
、
血
糖

値
の
上
昇
が
緩
や
か
な
の
で
オ
ス
ス

メ
で
す
。
脂
の
の
っ
た
魚
介
類
で
も

大
丈
夫
。
気
を
つ
け
た
い
の
は
調
理

法
で
、
油
と
小
麦
粉
や
パ
ン
粉
を

使
っ
た
フ
ラ
イ
や
天
ぷ
ら
、
ム
ニ
エ

ル
は
血
糖
値
が
上
が
り
や
す
く
な
り

　こ
こ
数
年
、
糖
質
制
限
な
ど
何
か

と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
「
糖
質
」。
私
も
糖
質
に
つ
い
て

も
う
何
年
も
前
か
ら
研
究
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
基
礎
を
お
教
え
し
ま

し
ょ
う
。

　そ
も
そ
も
糖
質
は
炭
水
化
物
の
一

種
。
炭
水
化
物
を
大
き
く
分
け
る
と

人
の
消
化
酵
素
で
消
化
・
吸
収
で
き

る
も
の
を
「
糖
質
」、
消
化
・
吸
収
さ

れ
な
い
も
の
を
「
食
物
繊
維
」
と
言

い
ま
す
。
糖
質
は
体
内
で
ブ
ド
ウ
糖

に
分
解
さ
れ
て
、
生
き
て
い
く
上
で

欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
り

ま
す
。
特
に
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は

ほ
と
ん
ど
が
ブ
ド
ウ
糖
な
の
で
、
と

て
も
大
切
な
栄
養
素
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
す
よ
ね
。

　血
糖
と
い
う
の
は
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖
の
こ
と
で
、
そ
の
濃
度
の
測
定

値
を
血
糖
値
と
言
い
ま
す
。
血
糖
値

が
低
下
す
る
と
脳
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

供
給
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
体
は
血

糖
値
を
常
に
一
定
に
保
つ
よ
う
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

今月の栄養は…

「糖質」

糖　質

・ 体や脳のエネルギー源となる

安心して食べられるから嬉しい“魚の糖質”

なみまるくん
おさかな
栄養辞典

ま
す
。
小
麦
粉
を
使
わ
な
い
焼
き
物

や
蒸
し
物
、
素
揚
げ
な
ら
血
糖
値
の

急
上
昇
は
避
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　普
段
か
ら
旬
の
魚
介
類
で
上
手
に

糖
質
を
摂
っ
て
、
体
や
脳
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
補
給
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

糖質の主な効能

今月の管理栄養士

上坂マチコ
うえ  さか

管理栄養士/美容栄養カウンセラー/
料理研究家/食の若返りプロデューサー
テレビ・ラジオ出演、新聞・雑誌などでコラ
ム連載や栄養監修、レシピ・スタイリングの
提供などを行う。講演会やメタボ指導、料
理講師、短大・専門学校の非常勤講師な
ど活動は多岐。ぎょれんと共に、「美容・健
康に役立つ昆布」の情報をフリーペー
パー等で発信。

かれい、ほっけ、さくらます、
ほっき貝など

旬の魚介類で糖質補給

ほっけ

さくらます

ほっき貝 かれい

1　|
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春の日差し穏やかな釧路港。水面の船影も鮮やか
表紙の写真
釧路市漁協／砂庭 康介さんご家族です。

浜の家族物語

釧路市漁協／砂庭 康介さん　ご家族10

全道漁協購買事業推進会議が開催されました14

なみまるインフォメーション15

大漁祈願！

浜のほっとニュース16

みなさんのお便りでつくるページ

なみまる おたより箱17

頭すっきり!! ブレイクタイム11

糖質
なみまるくん おさかな栄養辞典

01

特集1
02 ぎょれん中期的事業推進方向と平成29年度事業計画 －前編－

特集2
12 平成28年度 全道漁協トップセミナーが開催されました

見開き.indd   2-3 2017/03/29   17:35



特集 ぎょれん中期的事業推進方向と平成29年度事業計画 －前編－

ぎょれん中期的事業推進方向と
  平成29年度事業計画－前編－
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中
期
的
事
業
推
進
方
向
の

　
　
　
　
　
　
　基
本
的
考
え
方

　
ぎ
ょ
れ
ん
は
「
強
い
北
海
道
漁
業
の
確
立
」
を
目

標
に
掲
げ
、
平
成
26
年
度
を
始
期
と
す
る
中
期
的
事

業
推
進
方
向
を
策
定
し
、
会
員
と
一
丸
と
な
っ
て
各

種
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
間
、
本
道
漁
業
は
生
産
量
の
減
少

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
浜
は
今
、
将
来
の
資
源
へ

の
不
安
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
水
揚
げ
金
額
は
海
外
の
旺
盛
な
水
産
物
需
要

と
円
安
に
よ
る
為
替
環
境
の
好
転
な
ど
を
背
景
と
し

た
輸
出
事
業
の
伸
長
に
よ
り
、
基
幹
魚
種
を
中
心
に

魚
価
が
上
昇
し
、
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
平
成
28
年
は
本
道
漁
業
の
生
産

量
が
統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
１
０
０
万
ｔ
を
大
き

く
下
回
る
87
万
ｔ
と
な
り
、
減
産
に
拍
車
が
か
か
り

ま
し
た
。
生
産
基
盤
で
あ
る
昆
布
、
ほ
た
て
、
秋
鮭

等
の
前
浜
資
源
の
減
少
に
加
え
、
ロ
シ
ア
海
域
に
お

け
る
鮭
・
鱒
流
し
網
漁
業
の
全
面
禁
漁
、
さ
ん
ま
、

い
か
な
ど
多
獲
性
魚
の
大
幅
な
減
産
、
さ
ら
に
は
度

重
な
る
台
風
・
大
型
低
気
圧
等
の
気
象
災
害
等
に
よ

る
漁
場
・
漁
具
被
害
、
営
漁
施
設
の
損
壊
な
ど
甚
大

な
影
響
を
受
け
、
今
ま
さ
に
本
道
漁
業
は
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
試
練
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
道
産
水
産
物
の
消
費
流
通
を
見
る
と
、
国

内
で
は
魚
価
高
傾
向
か
ら
製
品
価
格
が
上
昇
し
、
さ

ら
に
各
世
代
の
魚
離
れ
に
よ
る
消
費
の
低
迷
か
ら
国

内
市
場
は
産
地
の
供
給
コ
ス
ト
を
吸
収
出
来
ず
、
総

務
省
の
魚
介
類
消
費
支
出
を
見
て
も
減
少
傾
向
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
な
水
産
物
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る

道
産
水
産
物
の
輸
出
も
増
大
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
は
本
道
生
産
量
の
減
少
と
魚
価
高
の
影
響
で
４

年
ぶ
り
に
前
年
を
下
回
る
な
ど
、
そ
の
勢
い
に
陰
り

を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
は
保
護
貿

易
主
義
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
な
ど
輸
出
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
に
も
不
透
明
感
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
こ
と
か
ら
国
内

の
水
産
物
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
た
道
産
水

産
物
流
通
の
国
内
対
策
を
基
本
に
据
え
、
鮮
魚
対
策

事
業
で
は
、
産
地
加
工
施
設
の
積
極
的
活
用
に
よ
り

全
道
的
な
魚
価
維
持
対
策
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
道

産
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向
け
て
、
付
加
価
値
製
品
の

開
発
、
産
地
市
場
か
ら
消
費
に
至
る
ま
で
の
ト
レ
サ

ビ
リ
テ
ィ
、
品
質
・
衛
生
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
国
内
市
場
に
お
い
て
は
食
育
活
動
、
販
売
促
進
事

業
を
効
果
的
に
行
い
道
産
水
産
物
の
一
層
の
消
費
拡

大
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、輸
出
事
業
に
お
い
て
は
、

道
産
水
産
物
の
高
品
質
を
訴
求
し
た
原
材
料
輸
出
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
輸
送
・
加
工
技
術
を
付
加
し

た
鮮
魚
・
加
工
製
品
の
海
外
末
端
向
け
販
売
を
強
化

し
ま
す
。

 

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
営
漁
コ
ス
ト
の
削
減
に

向
け
た
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
普
及
拡
大
に
よ
る
漁
協

系
統
購
買
機
能
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続

し
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
事
業
で
あ
る
漁
業
用
燃
油
に

お
い
て
も
系
統
集
中
化
と
施
設
整
備
に
よ
る
価
格
低

減
化
を
図
り
、
安
定
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
漁
協
経
営
基
盤
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
平
成
29
年
か
ら
５
カ
年
の
次
期
水

産
基
本
計
画
を
基
に
資
源
管
理
の
更
な
る
推
進
と
資

源
回
復
の
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組
み
や
河
川
・
漁

場
環
境
保
全
対
策
等
に
加
え
、
担
い
手
・
後
継
者
確

保
の
た
め
の
漁
業
生
産
手
段
確
保
に
対
す
る
支
援
事

業
の
継
続
と
予
算
拡
充
等
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　
漁
政
活
動
に
お
い
て
は
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
」

の
実
践
等
を
通
じ
た
漁
業
経
営
の
基
盤
強
化
策
と
漁

業
実
態
に
即
し
た
効
果
的
な
資
源
回
復
対
策
実
施
を

求
め
て
き
た
な
か
で
、
漁
業
後
継
者
対
策
と
し
て
の

「
漁
船
リ
ー
ス
緊
急
事
業
」
等
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ

て
い
ま
す
が
、
道
内
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
予
算
措
置
と

な
っ
て
お
ら
ず
、
事
業
の
継
続
と
予
算
の
拡
充
に
向

け
た
要
請
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
は
協
同
組
合
が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
な
ど
、
世
界
的
に
見
直
さ
れ
た

記
念
す
べ
き
年
で
し
た
が
、
国
内
で
は
農
協
改
革
な

ど
協
同
組
合
に
向
け
ら
れ
る
目
は
依
然
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
次
期
３
カ
年
は
北
海
道
漁
業
系
統
団
体
の
真
価
が

問
わ
れ
る
重
要
な
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
踏

ま
え
、
次
年
度
以
降
の
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

漁
協
系
統
の
原
点
に
立
ち
返
り
「
浜
か
ら
頼
ら
れ
る
」

系
統
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
指
導
・
経
済
事
業

連
合
会
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
り
、
組
織
を
挙
げ

て
各
種
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

本会・本道漁業を取りまく環境の「機会」と「脅威」
機 会

〈海外〉
○世界的な水産物需要の増大
○世界的な天然資源の頭打ち
○「天然」・「北海道ブランド」の価値向上
○日本食ブーム、「和食」のユネスコ無形文化遺産の登録
○国策による輸出促進
○輸出関連魚種を主体とした魚価の上昇

脅 威
〈漁業環境〉
○台風・地震等自然災害に伴う大規模な漁業被害
○気候変動等による漁業・魚種への影響（含む有害生物）
○前浜資源の減少、地域間格差の拡大
○日本近隣海域における外国船による漁獲高の増加
○漁業生産者の減少、高齢化、後継者不足
○漁業コストの上昇等による漁業経営の悪化
○加工業者の経営環境悪化（原料・労働力・設備投資等）
○組合員の協同組合運動意識の希薄化

〈経済環境〉
○世界経済の不安定化と円高による輸出への懸念
○国内マーケットの縮小（高齢化・人口減少・魚離れ）
○社会の変化に伴うマーケットの多様化
○長期化したデフレの影響が残る消費者の低価格指向
○物流環境悪化によるコスト増大（輸送・保管）

　平成２９年度が始まりました。今月と来月の２号にわたり、
ぎょれんの「中期的事業推進方向（平成２９年度～３１年度）」
と、「平成２９年度事業計画」をご紹介します。
　今月は佐藤副会長に中期的事業推進方向の基本的な考え
方を伺うとともに、漁政対策、指導・教育事業、環境保全対策、
販売事業（全体方針および鮮魚流通対策）の計画についてお
伝えします。
　来月は引き続き、販売事業のうち、秋鮭・ほたて・昆布に関する
事業と、購買事業、宣伝・広報事業等の計画をご紹介します。

ぎょれん  佐藤副会長

〈国内〉
○マーケットの変化（価格の二極化・ニーズの多様化）
○高まる北海道の水産食糧基地としての役割
○外国人観光客の増加、東京五輪の開催
○資源管理型漁業の定着・拡大による供給の安定化
○ニシン等の新たな増殖事業の成果
○北海道漁協系統の組織結集力
○原油価格の低位安定

す
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特集 ぎょれん中期的事業推進方向と平成29年度事業計画 －前編－

『水産王国北海道の復活』

中期的事業推進方向（平成２９年度～平成３１年度）

部 門 別 重 点 方 針・政 策

基本方針

○未来を拓き繋ぐ事業展開
○多様性に対応する経営体制の構築

指 導 部 門

○漁　政
１． 後継者が安心して漁業を継ぐことができる施策の展開と取り組みの強化
（１）担い手・後継者対策の拡充強化
（２）自然災害被害に対する各種支援拡充に向けた取り組みの強化
（３）漁業収入の向上・安定に向けた取り組みの拡充強化　
２． 的確な資源管理の推進と資源増大に向けた取り組みの強化
（１）行政及び関係機関と連携した資源増大対策の推進
（２）漁業実態に即した資源管理体制の強化
（３）資源と漁場に見合った適正な操業体制確立に向けた取り組み

購 買 部 門

○漁網綱
１．系統ブランド資材の普及による漁業資材コストの低減化
（１）ぎょれんマリノサポート㈱との連携による組織的営業活動の更なる強化
（２）系統ブランド資材評価推進委員会、各種部会等における普及活動の強化
（３）研修会やメーカー視察等実施による商品紹介を通じた販売力の強化

○石油製品
１．系統燃油事業の更なる強化
（１）安定供給体制の維持と適正価格による供給に向けた取り組み強化
（２）共有タンク再編整備計画に基づく整備等の実施と法規制等に即した計画見直しの実施

○その他機器
１．漁業省力化機器の開発による営漁コストの削減
（１）浜及び関連メーカー等との連携による省力化機器開発の継続実施

経 営 重 点 方 針
○経営基盤強化
１．会員配当の継続と計画的な内部留保による財務基盤の強化
２．費用対効果を勘案した戦略的な設備投資の実施
３．事務合理化・経費削減による経営のスリム化
４．経営リスク管理体制の維持
５．コンプライアンス（法令遵守）経営の更なる強化

○人材育成
１．雇用環境の変化を見据えた人事制度の構築

○グループ全体の強化
１．グループ全体の経営基盤強化を目的とした事業再編の継続
２．適正な人員配置によるグループ全体の組織力の強化

○加　工
１．漁協工場・協力会社・関連会社との加工機能強化
（１）漁協工場・協力会社・関連会社との組織的連携による機能の強化
（２）原料減少に対応した安定的な稼働体制の確保
（３）突発的水揚に対応できる鮮魚加工流通体制の拡充
（４）消費者ニーズに対応した高次加工・高付加価値加工ネットワークの強化
（５）フードディフェンス、品質・衛生管理、法務体制の更なる高度化

○流　通
１．国内販売対策
（１）浜と一体となった各種流通対策の継続と強化
（２）会員及び重点取引先との関係強化による安定した集荷体制の構築
（３）多様化するマーケットに対応した商品開発機能及び販売体制の強化
（４）「中食」分野を中心とした需要伸長分野の販売強化
（５）販売戦略と連動した効果的な販促活動の実施
２．輸出対策
（１）既存販売先との取り組み強化と新規販路拡大に向けた積極的な販売の展開
（２）会員、関連会社一体となった輸出機能の強化
（３）輸出リスク（為替・与信管理）管理体制の強化
（４）円滑な輸出手続き実現に向けた行政との連携強化

販 売 部 門

○市　場
１．安定流通・魚価維持のための産地市場対策の拡充
（１）地域基幹魚種対策の推進
（２）鮮魚加工流通ネットワーク戦略に基づいた鮮魚対策の推進
（３）道と連携した市場衛生管理体制の更なる強化

※フードディフェンスとは
食品への意図的な異物の
混入を防止する取り組
み。原料調達から販売ま
でのすべての段階におい
て、人為的に毒物などが
混入されることのないよ
うに監視するもの。

○環　境
１． 漁業環境保全対策の強化
（１）河川・海洋環境保全対策の取り組み強化
（２）有害生物被害防止対策の取り組み強化
（３）森林環境保全対策の推進

○指導教育
１．漁協の経営適正化及び人材育成への取り組みの継続強化
（１）漁協経営指導の充実と全国監査機構監査を通じた経営適正化指導の更なる強化
（２）漁協役職員の人材育成並びに組合員等教育への側面的支援の継続
（３）漁協経営健全化指導の継続実施
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海
獣
等
の
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
ほ
か
、
本
道
周
辺
海
域
に

お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境
の
更
な
る
向
上
を
目

的
と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。    

　
ま
た
、
流
木
等
の
漂
着
物
対
策
に
つ
い
て
、
発
生

抑
制
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

各
種
処
理
対
策
事
業
の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
発
展
と
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

の
推
進 

①
海
獣
類
や
有
害
生
物
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
の
拡

充
お
よ
び
事
業
の
継
続
に
向
け
た
対
応
の
強
化

（
２
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化 

①
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連 

ア
．
漁
場
・
河
川
環
境
の
改
善
に
向
け
た
地
区

協
議
会
等
で
の
総
合
的
な
協
議
の
実
施 

イ
．
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
に
よ
る
泥
土
砂
・
濁

水
流
出
防
止
に
向
け
た
協
議
対
応 

ウ
．
ト
ン
ネ
ル
等
大
規
模
工
事
に
お
け
る
湧
水

や
有
害
物
質
発
生
対
策
の
強
化 

②
流
木
等
海
岸
漂
着
物
、
廃
棄
物
関
連 

ア
．
流
木
発
生
抑
止
対
策
の
実
現
に
向
け
た
地

域
協
議
会
の
設
立
促
進 

イ
．
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流

木
・
漂
着
物
処
理
対
策
支
援
の
推
進 

ウ
．
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
渣
の
適
正
処
理
対
策

に
向
け
た
取
り
組
み
対
応

　
本
道
漁
業
は
水
産
資
源
及
び
水
揚
げ
の
減
少
や
漁

業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
漁
船
も
高
船
齢
化
し
て
い

る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
資

源
の
回
復
と
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
村
活
性
化

の
為
に
も
担
い
手
・
後
継
者
を
確
保
し
、
漁
業
経
営

の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
様
な
中
、
国
は
平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
の

新
た
な
水
産
基
本
計
画
に
お
い
て
、
資
源
管
理
の
更

な
る
推
進
と
強
化
を
最
重
要
方
針
と
し
て
謳
っ
て
い

ま
す
が
、
本
道
漁
業
に
お
い
て
も
漁
業
実
態
に
即
し

た
資
源
回
復
の
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組
み
の
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
担
い
手
・
後
継
者
確
保
の
た
め
に
、
漁
業

生
産
手
段
の
確
保
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
、
事
業
の
継
続
と
予
算
拡
充
を
求
め
、
資
源
回

復
の
た
め
の
対
策
の
実
施
と
併
せ
、
生
産
体
制
の
確

立
と
漁
業
経
営
基
盤
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。 

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
当
た
り
、
効
果
的

な
資
源
管
理
・
資
源
増
大
及
び
漁
業
経
営
の
安
定
化

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
効
果
的
な
資
源
管
理
の
実
施
と
資
源
回
復
・

増
大
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
魚
種
や
海
域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
漁
業
実
態
に

応
じ
た
資
源
管
理
の
実
施
と
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み 

②
栽
培
漁
業
の
更
な
る
推
進
と
各
種
試
験
研
究
強

化
要
望
に
向
け
た
取
り
組
み 

③
地
域
毎
の
各
種
漁
業
者
実
践
協
議
会
等
の
開
催

を
通
じ
た
資
源
に
見
合
っ
た
協
議
の
促
進 

④
密
漁
防
止
の
実
効
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

（
２
）
浜
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
践
に
よ
る
漁
業
経

営
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み  

①
担
い
手
・
後
継
者
の
確
保
の
た
め
の
資
源
増
大

と
生
産
設
備
取
得
・
更
新
支
援
に
向
け
た
取
り

組
み 

②
漁
業
収
入
の
向
上
・
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み 

③
海
獣
類
・
有
害
生
物
等
の
漁
業
被
害
対
策
の
強

化
と
新
た
な
経
営
支
援
制
度
の
創
設
に
向
け
た

取
り
組
み 

④
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
措
置
に
向
け
た
取
り

組
み 

⑤
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
更
な
る
拡

充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

（
３
）
自
然
災
害
被
害
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
台
風
・
大
型
低
気
圧
等
自
然
災
害
に
よ
る
漁
業

被
害
へ
の
復
旧
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

（
４
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
取
り
組
み  

①
今
後
の
貿
易
自
由
化
の
動
き
に
対
す
る
対
策
及
び

本
道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

　
漁
業
・
漁
協
経
営
を
巡
る
環
境
は
、
国
内
外
の
要

因
に
よ
り
不
透
明
さ
が
増
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
中
で
、
漁
協
に
力
を
結
集
し
、
対
処
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
同

組
合
精
神
に
根
差
し
た
強
い
組
織
づ
く
り
に
向
け
、

漁
協
運
営
の
根
本
と
な
る
経
営
の
適
正
化
と
健
全
化

向
上
及
び
、
人
材
育
成
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

（
１
）
漁
協
経
営
健
全
化
指
導
の
継
続
実
施 

①
経
営
健
全
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁
協
に
対

す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ
た
重
点

的
指
導
・
支
援
の
継
続
実
施

（
２
）
漁
協
経
営
の
適
正
化
向
上
に
向
け
た
指
導

監
査
及
び
経
営
指
導
の
充
実

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
監
査
を
通
じ
た
改

善
指
導
の
継
続
実
施 

②
漁
協
に
お
け
る
内
部
監
査
の
定
着
に
向
け
た
取

り
組
み
支
援 

③
法
制
度
等
改
正
に
関
わ
る
実
務
対
応
等
、
経
営

指
導
の
実
施

系
統
鮮
魚
の
販
売
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
取
り
巻

く
環
境
を
的
確
に
捉
え
、
加
工
及
び
国
内
外
の
販
売

体
制
の
強
化
、
新
商
品
開
発
な
ど
の
対
策
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策 

①
鮮
魚
事
業 

ア
．
産
地
・
消
費
地
の
連
携
に
よ
る
系
統
鮮
魚
の

販
売
強
化 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
に
お
け
る
魚
価
の
底
支
え
・

流
通
対
策
の
推
進 

ウ
．
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
向
け
鮮
魚
輸
出
へ
の
取

り
組
み 

②
鮮
魚
加
工
事
業 

ア
．
水
揚
に
応
じ
た
鮮
魚
加
工
体
制
の
構
築 

イ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
の
推

進
並
び
に
高
次
加
工
へ
の
対
応 

ウ
．
未
利
用
魚
種
等
の
新
規
加
工
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進 

③
鮮
魚
冷
凍
事
業 

ア
．
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
広
域
的
処
理

体
制
の
拡
充 

イ
．
国
内
向
け
原
料
販
売
の
強
化
並
び
に
輸
出
販

路
の
確
立 

ウ
．
販
売
拡
大
に
向
け
た
選
別
・
規
格
等
の
統
一

化
へ
の
取
り
組
み

 （
２
）
そ
の
他 

ア
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
へ
の
参
画 

イ
．
生
産
地
で
の
衛
生
管
理
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
強
化

　
昨
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
統
計
開
始
以
来
初
め

て
１
０
０
万
ト
ン
を
下
回
る
約
87
万
ト
ン
に
止
ま
り
、

急
激
な
水
揚
の
減
少
に
よ
る
稼
働
率
の
低
下
と
原
料

価
格
の
上
昇
に
よ
る
厳
し
い
環
境
の
も
と
、
産
地
加

工
の
機
能
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
流
面
に
お
い
て
は
、
原
料
価
格
の
高
騰
に
伴
う

製
品
価
格
の
上
昇
や
魚
離
れ
の
進
行
に
よ
り
国
内
消

費
の
減
退
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
世
界
経
済
も
回
復
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
保
護
貿
易
主
義
が
萌
芽
す
る
な
ど
海

外
情
勢
も
混
沌
と
し
て
お
り
、
道
産
水
産
物
輸
出
の

動
向
に
も
依
然
と
し
て
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、「
水
産
王
国
北
海
道
の
復
活
」
を
目

指
し
、
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
基
盤
強
化
策

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
内
市
場
の
消
費
回
復
と
海

外
市
場
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
各
種
流
通
対
策
・

消
流
宣
伝
事
業
と
の
連
動
に
よ
り
強
固
な
産
地
集
荷

体
制
及
び
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
図
る
と
と

も
に
、
国
内
外
に
向
け
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
産
地
対
策
】 

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
継
続 

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場
等
の

安
定
的
な
稼
働
体
制
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み 

（
３
）
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
質
的
向
上 

（
４
）
漁
協
・
産
地
加
工
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
集

荷
体
制
の
強
化 

（
５
）
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
継
続

【
消
費
地
対
策
】 

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販
売

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充 

（
２
）
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通
対
策
・
消
流
宣

伝
事
業
と
連
動
し
た
提
案
型
営
業
の
継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】 

（
１
）
海
外
取
引
先
と
の
更
な
る
組
織
的
取
り
組

み
の
強
化 

（
２
）
加
工
向
け
原
料
の
輸
出
継
続
と
生
鮮
及
び

加
工
製
品
の
輸
出
拡
大 

①
基
幹
魚
種
の
需
給
調
整
機
能
と
し
て
の
加
工

原
魚
輸
出
の
継
続 

②
生
鮮
及
び
加
工
製
品
輸
出
の
取
り
組
み
強
化 

（
３
）
国
・
道
に
よ
る
輸
出
補
助
事
業
を
活
用
し

た
海
外
販
路
拡
大 

①
販
促
事
業
等
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓 

②
海
外
協
力
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
品
目
別
・

業
態
別
販
路
開
拓
の
継
続 

（
４
）
道
産
水
産
物
の
円
滑
な
輸
出
促
進
の
た
め

の
国
内
環
境
整
備
に
向
け
た
行
政
へ
の
要
請
活

動
の
実
施 

①
輸
出
通
関
手
続
き
の
簡
素
化
、
迅
速
化  

②
輸
出
相
手
国
毎
に
異
な
る
各
種
規
制
の
緩
和 

③
航
空
貨
物
の
荷
捌
き
・
通
関
体
制
の
整
備

【
鮮
魚
流
通
対
策
】

　
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
か
れ
い
・
ぶ

り
等
の
一
般
鮮
魚
に
つ
い
て
は
漁
獲
時
期
の
遅
れ
が

見
受
け
ら
れ
る
一
方
、
一
時
的
・
突
発
的
な
水
揚
も

生
じ
る
な
ど
、
水
揚
げ
が
安
定
し
な
い
難
し
い
環
境

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
本
会
で
は
、
道
産
鮮
魚

貝
類
の
円
滑
な
消
流
を
目
的
に
、
系
統
鮮
魚
の
販
売

強
化
の
ほ
か
、
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
加
工

か
ら
販
売
ま
で
の
体
制
整
備
を
進
め
、
鮮
魚
対
策
の

拡
充
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
引
き
続
き
浜
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、

（
３
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実
、
支
援 

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
28
年
度
〜
30

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実 

②
漁
協
内
部
監
査
担
当
職
員
の
育
成
に
向
け
た
研

修
実
施 

③
漁
協
に
お
け
る
体
系
的
な
職
員
研
修
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
支
援

（
４
）
人
材
育
成
対
策 

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
支
援
と
組
織
育
成 

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成 

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進

の
た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、
講
師
斡

旋
等
）

（
５
）
指
導
部
門
の
情
報
提
供 

①
第
10
次
組
合
員
意
識
調
査
、
青
年
部
意
識
調
査

の
実
施 

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

③
農
業
関
連 

ア
．
行
政
・
農
業
関
係
団
体
と
の
対
策
協
議
に
よ

る
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化 

イ
．
農
業
関
係
団
体
と
の
環
境
保
全
に
向
け
た
取

り
組
み
推
進 

④
海
洋
環
境
関
連 

ア
．
サ
ハ
リ
ン
で
の
原
油
開
発
お
よ
び
タ
ン
カ
ー

等
に
よ
る
油
流
出
事
故
未
然
防
止
対
策
の
推
進 

イ
．
海
域
お
よ
び
河
川
に
お
け
る
油
流
出
事
故
の

対
応
方
法
や
防
除
体
制
の
整
備
強
化 

ウ
．
洋
上
風
力
発
電
等
の
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
関
す
る
対
応
強
化

（
３
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進 

①
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
発
展
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化 

②「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
活
動
意
義
を
広

く
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
普
及
啓
発
の
継
続
推
進

道内各地で行われる密漁防止パトロール

漁協職員を対象とした研修会

道民の森で毎年初夏に行われている植樹

 
１
．
漁
政
対
策 

 

2
．
指
導
・
教
育
事
業

 

3
．
漁
業
環
境
保
全
対
策

指
導
事
業
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
事
業
計
画

ざ
ん
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海
獣
等
の
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
軽
減
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
ほ
か
、
本
道
周
辺
海
域
に

お
け
る
漁
場
環
境
や
河
川
環
境
の
更
な
る
向
上
を
目

的
と
し
た
総
合
的
な
環
境
保
全
対
策
を
実
施
し
ま
す
。    

　
ま
た
、
流
木
等
の
漂
着
物
対
策
に
つ
い
て
、
発
生

抑
制
対
策
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
、

各
種
処
理
対
策
事
業
の
効
果
的
な
活
用
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
発
展
と
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
有
害
生
物
漁
業
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

の
推
進 

①
海
獣
類
や
有
害
生
物
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
の
拡

充
お
よ
び
事
業
の
継
続
に
向
け
た
対
応
の
強
化

（
２
）
河
川
・
漁
場
環
境
保
全
対
策
の
継
続
強
化 

①
工
事
濁
水
・
事
業
場
排
水
関
連 

ア
．
漁
場
・
河
川
環
境
の
改
善
に
向
け
た
地
区

協
議
会
等
で
の
総
合
的
な
協
議
の
実
施 

イ
．
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
等
に
よ
る
泥
土
砂
・
濁

水
流
出
防
止
に
向
け
た
協
議
対
応 

ウ
．
ト
ン
ネ
ル
等
大
規
模
工
事
に
お
け
る
湧
水

や
有
害
物
質
発
生
対
策
の
強
化 

②
流
木
等
海
岸
漂
着
物
、
廃
棄
物
関
連 

ア
．
流
木
発
生
抑
止
対
策
の
実
現
に
向
け
た
地

域
協
議
会
の
設
立
促
進 

イ
．
海
岸
漂
着
物
処
理
事
業
の
活
用
に
よ
る
流

木
・
漂
着
物
処
理
対
策
支
援
の
推
進 

ウ
．
漁
業
系
廃
棄
物
・
残
渣
の
適
正
処
理
対
策

に
向
け
た
取
り
組
み
対
応

　
本
道
漁
業
は
水
産
資
源
及
び
水
揚
げ
の
減
少
や
漁

業
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
漁
船
も
高
船
齢
化
し
て
い

る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、
資

源
の
回
復
と
増
大
を
図
る
と
と
も
に
、
漁
村
活
性
化

の
為
に
も
担
い
手
・
後
継
者
を
確
保
し
、
漁
業
経
営

の
安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
様
な
中
、
国
は
平
成
29
年
度
か
ら
５
カ
年
の

新
た
な
水
産
基
本
計
画
に
お
い
て
、
資
源
管
理
の
更

な
る
推
進
と
強
化
を
最
重
要
方
針
と
し
て
謳
っ
て
い

ま
す
が
、
本
道
漁
業
に
お
い
て
も
漁
業
実
態
に
即
し

た
資
源
回
復
の
た
め
の
効
果
的
な
取
り
組
み
の
強
化

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
担
い
手
・
後
継
者
確
保
の
た
め
に
、
漁
業

生
産
手
段
の
確
保
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
、
事
業
の
継
続
と
予
算
拡
充
を
求
め
、
資
源
回

復
の
た
め
の
対
策
の
実
施
と
併
せ
、
生
産
体
制
の
確

立
と
漁
業
経
営
基
盤
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
必
要
も

あ
り
ま
す
。 

　
本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
当
た
り
、
効
果
的

な
資
源
管
理
・
資
源
増
大
及
び
漁
業
経
営
の
安
定
化

を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
効
果
的
な
資
源
管
理
の
実
施
と
資
源
回
復
・

増
大
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
魚
種
や
海
域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
漁
業
実
態
に

応
じ
た
資
源
管
理
の
実
施
と
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み 

②
栽
培
漁
業
の
更
な
る
推
進
と
各
種
試
験
研
究
強

化
要
望
に
向
け
た
取
り
組
み 

③
地
域
毎
の
各
種
漁
業
者
実
践
協
議
会
等
の
開
催

を
通
じ
た
資
源
に
見
合
っ
た
協
議
の
促
進 

④
密
漁
防
止
の
実
効
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

（
２
）
浜
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
践
に
よ
る
漁
業
経

営
安
定
化
に
向
け
た
取
り
組
み  

①
担
い
手
・
後
継
者
の
確
保
の
た
め
の
資
源
増
大

と
生
産
設
備
取
得
・
更
新
支
援
に
向
け
た
取
り

組
み 

②
漁
業
収
入
の
向
上
・
安
定
に
向
け
た
取
り
組
み 

③
海
獣
類
・
有
害
生
物
等
の
漁
業
被
害
対
策
の
強

化
と
新
た
な
経
営
支
援
制
度
の
創
設
に
向
け
た

取
り
組
み 

④
漁
業
用
燃
油
税
制
の
免
税
措
置
に
向
け
た
取
り

組
み 

⑤
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
の
更
な
る
拡

充
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み

（
３
）
自
然
災
害
被
害
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み 

①
台
風
・
大
型
低
気
圧
等
自
然
災
害
に
よ
る
漁
業

被
害
へ
の
復
旧
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

（
４
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
問
題
へ
の
取
り
組
み  

①
今
後
の
貿
易
自
由
化
の
動
き
に
対
す
る
対
策
及
び

本
道
漁
業
へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
組
織
的
対
応

　
漁
業
・
漁
協
経
営
を
巡
る
環
境
は
、
国
内
外
の
要

因
に
よ
り
不
透
明
さ
が
増
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
中
で
、
漁
協
に
力
を
結
集
し
、
対
処
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
同

組
合
精
神
に
根
差
し
た
強
い
組
織
づ
く
り
に
向
け
、

漁
協
運
営
の
根
本
と
な
る
経
営
の
適
正
化
と
健
全
化

向
上
及
び
、
人
材
育
成
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

（
１
）
漁
協
経
営
健
全
化
指
導
の
継
続
実
施 

①
経
営
健
全
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
漁
協
に
対

す
る
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
を
通
じ
た
重
点

的
指
導
・
支
援
の
継
続
実
施

（
２
）
漁
協
経
営
の
適
正
化
向
上
に
向
け
た
指
導

監
査
及
び
経
営
指
導
の
充
実

①
Ｊ
Ｆ
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
監
査
を
通
じ
た
改

善
指
導
の
継
続
実
施 

②
漁
協
に
お
け
る
内
部
監
査
の
定
着
に
向
け
た
取

り
組
み
支
援 

③
法
制
度
等
改
正
に
関
わ
る
実
務
対
応
等
、
経
営

指
導
の
実
施

系
統
鮮
魚
の
販
売
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
取
り
巻

く
環
境
を
的
確
に
捉
え
、
加
工
及
び
国
内
外
の
販
売

体
制
の
強
化
、
新
商
品
開
発
な
ど
の
対
策
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

（
１
）
鮮
魚
取
扱
形
態
別
対
策 

①
鮮
魚
事
業 

ア
．
産
地
・
消
費
地
の
連
携
に
よ
る
系
統
鮮
魚
の

販
売
強
化 

イ
．
集
中
水
揚
げ
時
に
お
け
る
魚
価
の
底
支
え
・

流
通
対
策
の
推
進 

ウ
．
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
向
け
鮮
魚
輸
出
へ
の
取

り
組
み 

②
鮮
魚
加
工
事
業 

ア
．
水
揚
に
応
じ
た
鮮
魚
加
工
体
制
の
構
築 

イ
．
消
費
地
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
品
開
発
の
推

進
並
び
に
高
次
加
工
へ
の
対
応 

ウ
．
未
利
用
魚
種
等
の
新
規
加
工
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進 

③
鮮
魚
冷
凍
事
業 

ア
．
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
広
域
的
処
理

体
制
の
拡
充 

イ
．
国
内
向
け
原
料
販
売
の
強
化
並
び
に
輸
出
販

路
の
確
立 

ウ
．
販
売
拡
大
に
向
け
た
選
別
・
規
格
等
の
統
一

化
へ
の
取
り
組
み

 （
２
）
そ
の
他 

ア
．
産
地
市
場
連
絡
会
議
へ
の
参
画 

イ
．
生
産
地
で
の
衛
生
管
理
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
強
化

　
昨
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
統
計
開
始
以
来
初
め

て
１
０
０
万
ト
ン
を
下
回
る
約
87
万
ト
ン
に
止
ま
り
、

急
激
な
水
揚
の
減
少
に
よ
る
稼
働
率
の
低
下
と
原
料

価
格
の
上
昇
に
よ
る
厳
し
い
環
境
の
も
と
、
産
地
加

工
の
機
能
低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
流
面
に
お
い
て
は
、
原
料
価
格
の
高
騰
に
伴
う

製
品
価
格
の
上
昇
や
魚
離
れ
の
進
行
に
よ
り
国
内
消

費
の
減
退
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
世
界
経
済
も
回
復
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
も
の
の
、
保
護
貿
易
主
義
が
萌
芽
す
る
な
ど
海

外
情
勢
も
混
沌
と
し
て
お
り
、
道
産
水
産
物
輸
出
の

動
向
に
も
依
然
と
し
て
不
透
明
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、「
水
産
王
国
北
海
道
の
復
活
」
を
目

指
し
、
北
海
道
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
基
盤
強
化
策

を
推
進
す
る
こ
と
で
、
国
内
市
場
の
消
費
回
復
と
海

外
市
場
の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
各
種
流
通
対
策
・

消
流
宣
伝
事
業
と
の
連
動
に
よ
り
強
固
な
産
地
集
荷

体
制
及
び
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
図
る
と
と

も
に
、
国
内
外
に
向
け
た
加
工
・
流
通
対
策
を
拡
充

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

【
産
地
対
策
】 

（
１
）
秋
鮭
・
ほ
た
て
等
の
基
幹
魚
種
対
策
の
継
続 

（
２
）
本
会
直
営
工
場
・
漁
協
工
場
・
提
携
工
場
等
の

安
定
的
な
稼
働
体
制
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み 

（
３
）
品
質
衛
生
管
理
体
制
の
質
的
向
上 

（
４
）
漁
協
・
産
地
加
工
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
集

荷
体
制
の
強
化 

（
５
）
鮮
魚
加
工
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
継
続

【
消
費
地
対
策
】 

（
１
）
道
ぎ
ょ
れ
ん
会
を
核
と
し
た
全
国
的
な
販
売

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
拡
充 

（
２
）
需
要
確
保
に
向
け
た
各
種
流
通
対
策
・
消
流
宣

伝
事
業
と
連
動
し
た
提
案
型
営
業
の
継
続
強
化

【
海
外
輸
出
対
策
】 

（
１
）
海
外
取
引
先
と
の
更
な
る
組
織
的
取
り
組

み
の
強
化 

（
２
）
加
工
向
け
原
料
の
輸
出
継
続
と
生
鮮
及
び

加
工
製
品
の
輸
出
拡
大 

①
基
幹
魚
種
の
需
給
調
整
機
能
と
し
て
の
加
工

原
魚
輸
出
の
継
続 

②
生
鮮
及
び
加
工
製
品
輸
出
の
取
り
組
み
強
化 

（
３
）
国
・
道
に
よ
る
輸
出
補
助
事
業
を
活
用
し

た
海
外
販
路
拡
大 

①
販
促
事
業
等
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓 

②
海
外
協
力
会
社
と
の
連
携
に
よ
る
品
目
別
・

業
態
別
販
路
開
拓
の
継
続 

（
４
）
道
産
水
産
物
の
円
滑
な
輸
出
促
進
の
た
め

の
国
内
環
境
整
備
に
向
け
た
行
政
へ
の
要
請
活

動
の
実
施 

①
輸
出
通
関
手
続
き
の
簡
素
化
、
迅
速
化  

②
輸
出
相
手
国
毎
に
異
な
る
各
種
規
制
の
緩
和 

③
航
空
貨
物
の
荷
捌
き
・
通
関
体
制
の
整
備

【
鮮
魚
流
通
対
策
】

　
近
年
の
海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
か
れ
い
・
ぶ

り
等
の
一
般
鮮
魚
に
つ
い
て
は
漁
獲
時
期
の
遅
れ
が

見
受
け
ら
れ
る
一
方
、
一
時
的
・
突
発
的
な
水
揚
も

生
じ
る
な
ど
、
水
揚
げ
が
安
定
し
な
い
難
し
い
環
境

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
本
会
で
は
、
道
産
鮮
魚

貝
類
の
円
滑
な
消
流
を
目
的
に
、
系
統
鮮
魚
の
販
売

強
化
の
ほ
か
、
鮮
魚
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
加
工

か
ら
販
売
ま
で
の
体
制
整
備
を
進
め
、
鮮
魚
対
策
の

拡
充
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
も
引
き
続
き
浜
の
要
望
に
対
応
す
べ
く
、

（
３
）
教
育
研
修
活
動
の
充
実
、
支
援 

①
全
道
漁
協
教
育
研
修
計
画
（
平
成
28
年
度
〜
30

年
度
）
に
基
づ
く
役
職
員
研
修
の
充
実 

②
漁
協
内
部
監
査
担
当
職
員
の
育
成
に
向
け
た
研

修
実
施 

③
漁
協
に
お
け
る
体
系
的
な
職
員
研
修
実
施
に
向

け
た
取
り
組
み
支
援

（
４
）
人
材
育
成
対
策 

①
漁
協
青
年
部
活
動
の
支
援
と
組
織
育
成 

②
全
道
協
力
組
織
（
漁
業
士
会
、職
員
協
議
会
等
）

の
事
業
活
動
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
育
成 

③
漁
協
に
お
け
る
協
同
組
合
運
動
啓
発
活
動
促
進

の
た
め
の
支
援
（
啓
発
資
料
の
提
供
、
講
師
斡

旋
等
）

（
５
）
指
導
部
門
の
情
報
提
供 

①
第
10
次
組
合
員
意
識
調
査
、
青
年
部
意
識
調
査

の
実
施 

②
指
導
部
門
情
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

③
農
業
関
連 

ア
．
行
政
・
農
業
関
係
団
体
と
の
対
策
協
議
に
よ

る
家
畜
排
せ
つ
物
対
策
の
強
化 

イ
．
農
業
関
係
団
体
と
の
環
境
保
全
に
向
け
た
取

り
組
み
推
進 

④
海
洋
環
境
関
連 

ア
．
サ
ハ
リ
ン
で
の
原
油
開
発
お
よ
び
タ
ン
カ
ー

等
に
よ
る
油
流
出
事
故
未
然
防
止
対
策
の
推
進 

イ
．
海
域
お
よ
び
河
川
に
お
け
る
油
流
出
事
故
の

対
応
方
法
や
防
除
体
制
の
整
備
強
化 

ウ
．
洋
上
風
力
発
電
等
の
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

に
関
す
る
対
応
強
化

（
３
）
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
森

林
環
境
保
全
対
策
の
推
進 

①
全
道
に
お
け
る
植
樹
活
動
の
発
展
に
向
け
た
取

り
組
み
の
強
化 

②「
お
魚
殖
や
す
植
樹
運
動
」
の
活
動
意
義
を
広

く
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
普
及
啓
発
の
継
続
推
進

販
売
事
業
に
つ
い
て

特集 ぎょれん中期的事業推進方向と平成29年度事業計画 －前編－

中期的事業推進計画の実現に向けて、機構改革を行います

参　事

参　事

販売企画部

販売第二部

参　事

会計主任

参　事

指導教育部

東京事務所

漁政部

北見支店

根室支店

稚内支店

日高支店

室蘭支店

釧路支店

函館支店

小樽支店

留萌支店

札幌支店

東京支店

大阪支店

仙台営業所

福岡営業所

販売第一部

共販部

購買部

環境部

総

　会

正
副
会
長
会
議

理
事
会

常

　務
会

　長

副
会
長

専

　務

常

　務

常

　務

監事会 代表監事
常任監事

管理部

品質管理部

内部監査部

監事室

総務企画部常

　務

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会

ぎょれんの新機構図 1世帯あたりの魚介類と
その他食料品の支出金額推移（単位：千円）

出典：総務省『家計調査年報』

魚介類
調理食品
肉類

本道漁業生産量・金額の推移
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　次のクロスワードを完成させ、○印に当たる言葉をうまく並べて
ください。4月は新生活が始まる季節。学生にとっては新学年となって、
気持ちが高ぶる楽しみな時期ですね。

くわしい応募方法は、１７ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

解 答 となります。

間違いは5つです。

※答えは17ページにあります。

アブラナとも言う黄色い春の花
タレントの控室
料理にテリや甘味をつける酒
これに糸をとおす
花見と言えばこの花
亀の○○より年の○○
発電や水がめとして建設
花粉症対策で顔に装着
スチール製もアルミ製もリサイクル
カムイワッカ、オシンコシン、フレペと言えばなに？
火をとおしていない料理の状態
切手に押すスタンプ
ベッドが二つある部屋
日本一は鳥取ではなく青森県の猿ヶ森
美人が座っている姿に例えられる花
潮干狩りの獲物

①
④
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑯
⑱
⑲
㉑
㉒

○印に当たる言葉を
うまく並べてください。

3月号の解答と当選者
ヒナアラレ

クロスワードパズル

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ コ の カ ギ

ブレイクタイム Break Time

①
②
③
④
⑤
⑦
⑨
⑩
⑫
⑬
⑮
⑰
⑱
⑳

鬼の目に浮かぶことも
おにぎりや軍艦巻きに使う海藻
今風に言えばイケメン
寿司に添える甘酢生姜
夜間に走る○○○電車
寅さんがお腹に巻いている物
国外⇔
厨房に入らずと言われたのは昔
一家の収支を記入する帳簿
怒りやすい性格
花盛りの状態
知床半島は「世界自然○○○」
「○○」と言えば「かあ」
○○と希望に胸ふくらむ新入生
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福永　美愛さん
猪狩　浪子さん
花松　明奈さん
白府美恵子さん
古川　　洸さん

北 斗 市
標 津 町
雄 武 町
初山別村
羽 幌 町

オ
ジボ
ン

ツ ツク
カン
チ

ミナ コ
ラシ

シ ツ ワ
カレ リ

イ シワ

テン
シン イ

ツ
ク

ナ
イ ハ

カイ
ヒ ザイ

カタ ンダ

ビ
ミ

ジ アクミク

　「浜の家族物語」では、「なみまるくん」の表紙に
登場いただいたご家族を紹介します。今回は、釧路
市漁協の砂庭さんご一家です。

仕事への愛着は大漁と家族があったから
　
　夏から秋のさんま棒受け網漁を中心に、春に灯台
つぶ漁、冬にはししゃも漁とかに籠漁を営む康介さ
ん。「高校を卒業して、なんとなく漁師になったんで
す。最初はそんな気持ちで始めたから、仕事がつら
くなることもありましたし、周囲のプレッシャーを感
じたこともありました。でも、やっぱり大漁になれば
楽しいし、手ごたえもある。だんだん仕事に愛着が
わいてきました。家族ができたことも仕事が好きに
なるきっかけだったかもしれません」と話します。
　釧路市漁協青年部の副部長も務めている康介さん。
部員は10人ほどと小規模ではありますが、地元のお
祭りへの参加や出前授業など、活動は盛んです。毎
年1月の全道青年部大会の前日には岩見沢の小学校で
の出前授業が恒例だそう。「包丁を使わず処理できる、
いわしのさばき方を教えています。骨ごと叩いてい
わしハンバーグを作りますが、皆おいしく食べてく
れます」と笑顔で教えてくれました。

今は自分が跡継ぎ、大漁目指す
　
　亡くなった康介さんの母直伝の「かれいの煮つ
け」が得意料理、というしのぶさんは釧路市内の出
身。「さんま漁や、昨年までやっていた鮭鱒流し網漁
では、数日間連絡が取れないんです。その間は、事
故などがないか日々心配しています」と教えてくれ
ました。
　長女 愛羅ちゃんは4月から高校1年生。中学校の頃
にはボランティア部に所属するなど、両親ともに認
めるやさしいお姉ちゃんです。長男康生くんは4月か
ら中学生になりました。サッ
カー好きで、3年生から地元
のクラブで活躍しています。
　康介さんは「子どもが漁師
になりたいって言ってくれた
ら背中を押したいな」と笑う
とともに、「うちは父がまだ
現役だから、今は自分が跡継
ぎ。4月からは灯台つぶが始
まりますが、怪我なく、大漁
目指して頑張りたいです」と
話してくれました。

すな ば

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。

【砂庭さんご一家】　砂庭康介さん（36歳）、しのぶさん（34歳）、愛羅ちゃん（15歳）、康生くん（12歳）

※康介さんの父・清司さんと共に

あい ら こうせい

せい じ

こうすけすなば

釧路市漁協 砂庭さんご家族
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講

　演
　

『
や
る
気
の
出
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』

　　現
在
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
原
点
は
、
渋
沢

栄
一
の
言
葉
に
あ
る
。
日
本
型
経
営
の
始
祖
で
第
一
国

立
銀
行
や
東
京
証
券
取
引
所
、
商
工
会
議
所
を
創
設
し

た
渋
沢
栄
一
は
、「
富
と
貴
き
と
は
こ
れ
人
の
欲
す
る
と

こ
ろ
な
り
。
そ
の
道
を
も
っ
て
せ
ず
し
て
、
こ
れ
を
得

れ
ば
処
ら
ざ
る
な
り
（
道
理
を
持
っ
た
富
貴
で
な
け
れ

ば
貧
賤
の
ほ
う
が
よ
い
が
、
正
し
い
通
り
を
踏
ん
で
得

た
る
富
貴
な
ら
ば
何
の
差
し
支
え
も
な
い
）」
と
説
き
、

論
語
を
そ
の
思
想
の
中
心
と
し
た
。
こ
れ
は
同
時
代
に

生
き
、
同
様
に
幕
臣
で
あ
っ
た
福
沢
諭
吉
が
英
米
の
経

済
論
に
傾
倒
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　バ
ブ
ル
か
ら
の
30
年
を
失
わ
れ
た
30
年
と
い
う
が
、

同
時
に
倫
理
を
失
っ
た
30
年
で
は
な
か
っ
た
か
。
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
は
、
そ
れ
に
対
す
る
揺
り
戻
し
で
あ
る
。

　ガ
バ
ナ
ン
ス
は
企
業
統
治
と
も
訳
さ
れ
る
が
、
主

権
者
で
あ
る
株
主
（
協
同
組
合
で
は
組
合
員
）、
業
務

執
行
を
す
る
社
長
や
執
行
役
員
（
理
事
）
に
対
し
、

監
視
・
監
督
役
と
し
て
取
締
役
会
（
経
営
管
理
委
員

会
）
を
設
置
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
い
う
。

一
方
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
社
長
や
執
行
役

（
理
事
）
が
職
員
な
ど
、
自
ら
の
組
織
に
対
し
て
不
正

の
防
止
や
社
会
の
要
請
の
受
け
入
れ
な
ど
を
働
き
か

け
る
、
リ
ス
ク
回
避
や
軽
減
の
こ
と
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
次
元
の
異
な
る
も
の
で
あ

る
。

協
同
組
合
は
地
域
と
人
間
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
る　同

じ
組
織
で
も
株
式
会
社
と
協
同
組
合
に
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
。
株
式
会
社
の
主
権
者
で
あ
る
株
主

は
倒
産
し
て
も
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、

協
同
組
合
は
地
域
と
人
間
が
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
主
権

者
で
あ
る
漁
業
者
は
逃
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。
組
織

が
永
続
で
き
な
か
っ
た
際
の
被
害
は
協
同
組
合
の
方

が
よ
り
大
き
い
た
め
、
株
式
会
社
よ
り
も
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　企
業
の
不
祥
事
は
安
易
な
性
善
説
で
、
長
年
の
違

法
行
為
の
黙
認
、
看
過
し
続
け
て
き
た
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
時
代
に
合
わ
な
い
も
の
は
不

日比谷パーク法律事務所
代表弁護士

久保利　英明さん
く      ぼ     り ひで   あき

祥
事
に
直
結
す
る
。
過
去
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
行
動
規

範
を
見
直
す
た
め
に
は
、
現
場
の
人
が
高
い
感
受
性

を
持
っ
て
自
ら
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
際
に
は
、
人
間
は
目
の
前
の
小
さ
な
利
益
や
嘘
、

手
抜
き
、
ご
ま
か
し
に
惑
わ
さ
れ
る
弱
い
存
在
で
あ

る
と
い
う
「
性
弱
説
」
で
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が

必
要
と
な
る
。

や
る
気
の
出
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は

　や
る
気
の
出
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
は
、
や
ら

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
考
え
て
行
う
も
の
。
ど

こ
に
リ
ス
ク
が
あ
る
の
か
、
経
営
者
も
従
業
員
も
自

分
で
考
え
る
こ
と
が
必
要
。
自
ら
考
え
る
こ
と
で
や

る
気
に
つ
な
が
る
。

　
３
月
3
日（
金
）、札
幌
の
第
２
水
産
ビ
ル
に
お
い
て
、ぎ
ょ
れ
ん
と
信
漁
連
の
共
催
に
よ
り
、「
平
成
２８
年
度
全
道

漁
協
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
、全
道
の
漁
協
組
合
長
や
専
務
・
参
事
、系
統
団
体
の
役
員
等
１
６
４
名
が

参
加
し
ま
し
た
。今
月
は
、弁
護
士
で
あ
る
久
保
利
英
明
さ
ん
の
講
演
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成２８年度
全道漁協トップセミナーが開催されました

平成28年度 全道漁協トップセミナー

軽妙な語り口もあり、参加者は講演を熱心に
聞いていました

●
現
職

　
金
融
庁 

総
務
企
画
局 

参
事

　
　
　
　
　
　
　（
法
令
等
遵
守
調
査
室
顧
問
）

　
㈱
日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ
社
外
取
締
役

　
農
林
中
央
金
庫
　
経
営
管
理
委
員
会

　
日
本
銀
行
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
会
議
メ
ン
バ
ー

　　
１
９
４
４
年
、埼
玉
県
生
ま
れ
、72
歳
。東
京
大

学
法
学
部
在
学
中
に
司
法
試
験
合
格
。司
法
修
習

生
を
経
て
弁
護
士
登
録
の
後
、１
９
９
８
年
に
日

比
谷
パ
ー
ク
法
律
事
務
所
を
開
設
。２
０
０
１
年
度

に
は
第
二
東
京
弁
護
士
会
会
長
、日
本
弁
護
士
連

合
会
副
会
長
を
務
め
る
。

　
２
０
１
５
年
か
ら
は
桐
蔭
法
科
大
学
院
教
授
を

務
め
る
ほ
か
、こ
れ
ま
で
金
融
庁
顧
問
・
金
融
問
題

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
、知
的
財
産
戦
略
本
部

本
部
員
の
ほ
か
、不
二
家
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、ゼ
ン
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
等
多
数
の
第
三
者
委
員
会
の
委

員
長
、委
員
を
歴
任
。

●
主
な
著
書

　
久
保
利
英
明
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
講
義

　
志
は
高
く
　
目
線
は
低
く

　
日
本
改
造
計
画 

― 

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら

久
保
利 

英
明
さ
ん
紹
介

日本にもガバナンスやコンプライアンスがあった！
日本の組織原理

⬇

○300年近く続いた幕藩体制
　家康は老中に対抗する大目付を設置（執行部に対する監視・監
督機能の充実）し、内部統制のために隠密・お庭番などを充実させ
（リスク情報の収集）、八代吉宗は内部通報を活用すべく目安箱を
設置（現代で言うホットライン）。
○近江商人の「三方よし」
　何百年も続く近江商人には「売り手よし」「買い手よし」「世間よ
し」の三方よしの格言が伝えられている。

そのほかにも武家では「家名に恥じることなきか」、財閥では「家訓」、
庶民では「お天道様が見ているよ」という考えがあった。

現代では、「利益優先主義」に狂奔し、日本的倫理が崩壊。
その後、コンプライアンスという装いに変えて揺り戻しが起きている。

　現
在
は
、
違
法
性
だ
け
で
な
く
誠
実
性
が
問
わ
れ

る
時
代
。
過
去
に
作
ら
れ
た
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

法
律
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
関

係
者
に
誠
実
な
対
応
を
採
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　ま
た
、
今
起
き
て
い
る
企
業
の
不
祥
事
の
ほ
と
ん

ど
は
デ
ー
タ
偽
装
に
端
を
発
す
る
も
の
。
デ
ー
タ
偽

造
は
被
害
が
出
た
り
、
事
故
が
起
き
な
い
と
発
覚
し

な
い
。
デ
ー
タ
偽
装
は
「
経
営
陣
と
現
場
担
当
者
の

お
ご
り
」、「
過
去
か
ら
積
み
重
ね
ら
れ
た
違
法
行
為

の
呪
縛
」
が
原
因
で
あ
り
、
デ
ー
タ
偽
装
を
防
ぐ
た

め
に
は
内
部
通
報
と
内
部
統
制
の
充
実
し
か
な
い
。

　　今
後
、
全
漁
連
の
機
能
の
変
化
に
伴
っ
て
、
漁
協

で
の
自
律
的
な
監
事
監
査
の
重
要
性
が
高
ま
り
、「
名

ば
か
り
監
事
」
の
存
在
は
許
さ
れ
な
く
な
る
。
疑
惑

を
招
く
事
実
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
深
く
追
求

し
、
真
相
を
究
め
是
正
す
る
の
が
監
事
の
役
割
。
優

秀
な
監
事
の
希
望
者
が
増
え
る
よ
う
に
待
遇
等
を
改

善
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
と
な
る
。

しかし…
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会
議
は
平
成
29
年
度
ぎ
ょ
れ

ん
購
買
事
業
方
針
及
び
推
進
内

容
の
説
明
に
始
ま
り
、
系
統
ブ

ラ
ン
ド
資
材
海
外
メ
ー
カ
ー

（
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
）
視
察
報
告
、

ぎ
ょ
れ
ん
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の

説
明
や
系
統
ブ
ラ
ン
ド
資
材
の

商
品
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
開

催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、
無
結

節
網
の
製
造
機
を
世
界
で
初
め

全道漁協購買事業推進会議が
開催されました

　3月3日（金）、ロイトン札幌にて、全道の漁協購買担当者とぎょれん及び購買関連会社が参
加して、「平成28年度全道漁協購買事業推進会議」が開催されました。
　本会議は系統購買事業全般について認識の共有化を図り、諸課題について協議・検討する
他、漁協担当者と全道規模での連携強化を図る目的で開催されています。

無結節網の国内トップメーカーである日東製網㈱により、映像
資料を駆使した定置網に係る研修会が開催されました 全道から大勢の漁協購買担当者が参加し、研鑽を

深めました

て
発
明
し
、
国
内
シ
ェ
ア
の
半

分
を
占
め
る
日
東
製
網
㈱
の
担

当
者
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
専

門
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
資
料

や
映
像
を
用
い
た
講
演
に
、
参

加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

研 修 会

系統ブランド資材海外メーカー視察の
報告を行う、常呂漁協・澤向経済部長

ぎょれん購買事業の29年度事業方針を説明する、購買部・阿部参事

系統ブランド資材展示風景
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001新たな漁協職員が誕生しています

漁協組合学校の卒業式が行われました

0

02新たに得た知見を青年部活動へ活かしていきます

全道各地で地区漁青連大会が開催されました

　2月から3月にかけ、漁協青年部員相互の研鑽に努める
地区大会が各地で開催されました。
　小樽地区では札幌市内でSTVラジオのランラン号の
キャスターを務める田村みなみさんの講演を聞きまし
た。参加者を取材対象者に見立てての模擬中継に会場は
大盛り上がりとなりました。
　昨年は猛吹雪で中止となった北見地区では、北見市内
で税務署の職員を講師に招き、マイナンバーについて学
んだほか、胆振地区では講演のほかに若手部員による決
意表明が行われるなど、いずれの地区でも見識を深め、
青年部活動に活かせる大会となったようです。

0１年間お世話になった講師や寮監の皆さんと。
卒業生は全国の漁協へ羽ばたいていきます

田村みなみさんから取材を受けたのは成田前小樽地区
会長。同年代の講師は大好評でした

２年ぶりの開催となった北見地区では例年にまして盛り
上がる大会となりました

　3月9日（木）、千葉県柏市にある全国漁業協同組合学
校で卒業式が行われました。漁協職員としての知識を学
ぶことができる日本で唯一のこの学校には、昨年、18
歳から45歳の14名が入学し、寮生活を送りながら研鑽
を積んできました。ここでは現職の組合職員も学ぶこと
ができ、卒業生のうち4名は現職です。
　卒業生は今後、13名は漁協へ、1名が漁業を営む実家
へと就職します。道内出身の8名（うち現職1名）も春
から各所属漁協で勤務することとなっており、活躍が期
待されます。
　また、今春も組合学校へは道内からの5名を含む8名
が入学し、1年かけて知識や経験を身に付けていきま
す。
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　留萌管内では今月の中旬より春か
れいの刺し網漁が本格化していく予
定です。昨年に引き続き、豊漁となる
ことを期待しながら、浜は活気づいて
準備をすすめています。また、３月末に
はいよいよほたての稚貝出荷作業も
始まります。今年は時化が少なく、安
心・安全に漁ができ、大漁であること
を心から祈念しています。

　宗谷管内では毛がに籠漁の籠入れ
が3月15日から行われ、翌日から水揚
げが開始されました。昨年に比べて高
値に推移していることから、今後の価
格推移に注目が集まっています。ま
た、ほたて漁も漁場造成が開始され、
順調な水揚げが続いています。春を迎
え浜は活気づいていますが、安全操業
で豊漁となることを心より祈念してい
ます。

　4月に入りオホーツクも徐々に春め
いてきて、本格的な海明けを迎えよう
としています。3月中旬からは紋別・網
走の底曳網漁、3月下旬～4月上旬に
かけてほたての漁場造成や毛がに漁
もスタートし、浜では賑わいを見せて
います。今後は刺網漁等も始まり、春
漁が本格化していきますが、安全操業
と大漁を心より祈願しています。　　
　　　　　　　　　　　　　

　3月13日より別海漁協のほっき桁網
漁が始まりました。初日の水揚げは、
約3.5トンの浜値k@420～360でした
（昨年同期：約5.8トン、浜値k@340～
270）。3月20日時点でも浜値は、昨年
より高値を維持し、ほっきの需要の高
さが感じられます。今後は、あさりの
操業も始まり、ますます活気づいてい
きます。現在、根室管内は流氷の影響
を受け、満度に出漁できていません
が、安全操業を心がけていただき、大
漁となることを祈念しています。

　－10℃を下回る寒さが続いた釧
路管内ですが、３月に入り暖かな日
が増え、道端には福寿草の黄金色の
花やふきのとうが芽を出し始めまし
た。浜では、たこ漁や毛がに漁が中
盤から終盤に向かっています。一
方、4月からは各地で灯台つぶの水
揚げが本格化し、4月10日に解禁と
なる近海の春鮭鱒漁も各地で出漁
の準備が進んでいます。春シーズン
目前の釧路ですが、まずは良い凪を
期待し、引き続き安全操業を願って
います。

　3月に入り、管内各地でつぶ籠漁・え
び籠漁が始まりました。昨年同様時化
模様が続き、思うような操業ができ
ず、真つぶの数量は昨年並、単価は昨
年に比して低値で推移しています。そ
んな中、今年は毛つぶが昨年を大きく
上回る高値で推移しており、春漁へ向
けて今後の水揚げに期待したいとこ
ろです。日も長くなり、春の日差しを
感じられるようになっている中、皆様
の安全操業と大漁を願っています。

　当管内の主要魚種であるほたては、
加工貝の水揚げが終盤戦を迎えてい
ます。噴火湾地区の水揚げはあと数回
程度になり、入札価格は高値のまま終
息しそうです。3月中旬からはえび籠
漁が始まるので、大漁を期待したいで
す。また各地ではかれい類を中心に水
揚げがまとまり始めました。来月には
春定置漁も始まり、様々な魚の水揚げ
が期待されます。

　松前地区では、やりいか漁が最盛期
を迎えています。昨年は例年以上に水
揚げが増加し、今年に関しても豊漁が
期待されていました。しかし、2月中旬
までは昨年を超える数量が水揚げさ
れましたが、2月下期から3月上期にか
けて数量がまとまらず、3月16日現在
で約19トン（昨年同期：約54トン）と低
調な水揚げとなっています。単価につ
いては大幅減産のため、昨年を大きく
上回っています。

　今年は昨年より積雪量が少ない冬
となりました。例年であれば春を感じ
させる季節ですが、未だ気温が低く、
春を待つ日々が続いています。3月に
入り、ひやま地区ではなまこの水揚げ
が増えてきました。なまこの漁期は2
月から6月にかけてですが、浜は4月の
最盛期に向けた準備に余念がありま
せん。なまこの味は、その見た目とは
裏腹に癖がなくシンプルで、食感もコ
リコリとして、酢の物などには抜群の
相性となっています。

大漁
祈願！ 　3月末で終漁した管内にしん漁は低

水温の影響で出遅れがあったものの、
豊漁であった昨年並みの水揚げとな
りました。漁期終盤に来遊した若齢魚
を来季に向けて獲り控えるなど、浜で
は資源管理の気運も高まりつつあり
ます。春の息吹が感じられる昨今、前
浜では各種かれいの水揚げが増えて
おり、また、これから本格化するほた
て稚貝の出荷に向けて、浜は日に日に
活気づいています。
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担
当
と
な
り
丸
５
年
。こ
の
春
、人
事
異
動

に
よ
り
広
報
を
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。文
章
は
読
む
の
も
書
く
の
も
好
き
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
、読
み
や
す
く
お
伝

え
す
る
こ
と
に
、自
分
の
技
量
の
無
さ
を
感
じ
、

悪
戦
苦
闘
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。浜

を
回
り
、消
費
地
を
取
材
し
、人
と
出
会
い
、自

分
の
頭
で
考
え
た
日
々
は
、か
け
が
え
の
な
い

財
産
で
す
。来
月
号
か
ら
の
新
体
制
な
み
ま
る

く
ん
に
益
々
の
ご
期
待
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。                                  

（
工
藤
）

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。機
構
改
革

が
あ
り
、営
業
企
画
部
の
廃
部
に
伴
い
、広
報

誌
は
総
務
企
画
部
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。誌
名
が「
広
報
ぎ
ょ
れ
ん
」か
ら「
な

み
ま
る
く
ん
」に
変
わ
り
、そ
れ
ま
で
の
Ｂ
５
版

か
ら
現
在
の
Ａ
４
版
に
な
り
、誌
面
も
含
め
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
の
は
、総
務
企
画

部
で
の
発
行
時
。原
点
回
帰
と
考
え
、新
メ
ン

バ
ー
で
知
恵
を
出
し
合
い
、浜
の
皆
さ
ん
が
心

待
ち
に
す
る
よ
う
な
誌
面
作
り
に
取
り
組
み

ま
す
。　                               

（
阿
部
）

11ページの間違いさがしの答え

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om

 readers

先
日
港
内
の
色
が
変
わ
り
ま
し
た
。鰊
の

群
来
で
す
。鰊
漁
は
終
盤
で
す
。

（
小
樽
市

　宮
古
登
美
子
さ
ん
）

３
月
に
な
り
、朝・晩
は
寒
い
で
す
が
日
中

は
暖
か
く
な
り
ま
し
た
ね
。春
が
近
づ
き
う

れ
し
い
で
す
。

（
斜
里
町

　木
村
美
保
子
さ
ん

　67
歳
）

な
み
ま
る
く
ん
は
、子
供
も
、楽
し
め
る
間

違
い
探
し
や
、頭
も
使
う
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
な
ど
楽
し
い
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
て
、う
れ

し
い
で
す
。お
父
さ
ん
も
こ
の
前
、写
真
に

載
り
ま
し
た
。

（
雄
武
町

　花
松
明
奈
さ
ん

　10
歳
）

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！

編集部からのお知らせ

い
つ
も
楽
し
く
家
族
で
見
て
い
ま
す
♡

う
ち
は
鮭
を
と
っ
て
い
ま
す
。今
年
”大
漁
“

し
ま
す
よ
う
に
。な
み
ま
る
く
ん
さ
い
こ

う
!!

（
羽
幌
町

　古
川
洸
さ
ん

　14
歳
）

お
雛
様
も
終
わ
り
、卒
業
式
も
終
わ
り
、一つ

一つ
の
行
事
が
終
わ
っ
て
、ま
た
新
し
い
行
事

が
始
ま
り
と
繰
り
返
し…

早
く
も
３
月
半

ば
に
な
る
。な
ん
だ
か
年
を
取
る
と
１
年
が

と
て
も
早
く
進
ん
で
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。孫
達
も
大
き
く
な
り
、話
す

言
葉
も
大
人
に
な
り
、あ
ん
な
に
小
さ
か
っ

た
の
に
な
ぁ
と
思
い
、自
分
が
年
を
取
っ
た

の
が
ま
じ
ま
じ
と
思
わ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。で

も
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
ガ
ン
バ
ル
ぞ
。

（
函
館
市

　ト
ト
コ
ち
ゃ
ん
さ
ん

　65
歳
）

図
書
館
か
ら
本
を
借
り
て
読
ん
で
い
ま
す
。

分
野
は
特
に
決
め
ず
読
み
あ
さ
っ
て
い
ま

す
。記
憶
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
書
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
な
か
な
か
頭

に
は
い
ら
な
い
も
の
で
す
ね
。に
ぶ
い
頭
に

喝
！

（
初
山
別
村

　白
府
美
恵
子
さ
ん

　59
歳
）

養
殖
昆
布
の
間
び
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

暖
か
く
な
っ
た
と
は
い
え
ま
だ
ま
だ
寒
い

で
す
。今
年
も
美
味
し
い
昆
布
お
願
い
し
ま

す
。

（
函
館
市

　ｋ
・
ｋ
・
さ
ん

　51
歳
）

暖
か
く
な
り
ま
し
た
。春
で
す
。も
う
親
子

の
熊
が
目
覚
め
て
散
歩
し
て
い
る
様
で
す
。

誰
も
彼
も
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
春
で

す
ね
。

（
島
牧
村

　小
倉
陽
子
さ
ん

　67
歳
）

今
年
は
ご
っ
こ
汁
を
食
べ
そ
こ
ね
て
し

ま
っ
た
の
が
、心
残
り
で
す
。あ
ー
食
べ
た

い
!!

（
函
館
市

　高
橋
治
弥
さ
ん

　17
歳
）

念
願
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
行
っ
て
き
ま
し

た
!!
で
す
が…

ワ
カ
サ
ギ
は
一
匹
も
釣
れ

ず
。笑　
釣
れ
た
の
は
フ
ナ
と
ハ
ゼ
。来
年

こ
そ
は
し
っ
か
り
ワ
カ
サ
ギ
を
釣
っ
て
食

べ
た
い
と
思
い
ま
す
!!!

（
札
幌
市

　ワ
カ
サ
ギ
釣
り
た
い

　24
歳
）

〈
編
集
部
よ
り
〉

と
て
も
微
笑
ま
し
い
写
真
で
す
ね
。こ
れ

か
ら
も
浜
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
料
理
教
室
た
く

さ
ん
開
催
し
て
く
だ
さ
い
。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

着て安心 見てても安心 ライフジャケット常時着用

今月の
1枚

（別海町　新濱仁美さん　34歳）

タイトル：ばあちゃん、上手に出来たよー!!

次の①～③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん4月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

　②11ページのクロスワードの答え
　③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

編
集
後
記

ほたてフライ(串付)作りのお手伝いのひとコマ。こ
れぞ、浜のばあちゃん料理教室!! 息子はちょっぴり
ほたてが苦手ですが、パパやじいちゃんが獲る
ほたてをたくさん食べて大きくなってね！！

〈宛先〉 4月20日までにお送りください。　
宛先が変わりました!!

（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当

（ＦＡＸ） 011-242-3543
（電子メール） info@gyoren.or.jp
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特集
平成28年度 全道漁協トップセミナー

ぎょれん中期的事業推進方向と
　 　　平成29年度事業計画 －前編－

北るもい漁協

米森 みゆきさん

・甘えびの頭・・・24匹分
・長ねぎ・・・1本
・顆粒だし・・・少々
・塩・・・適量
・水・・・480cc

今回は「甘えびの頭のお吸い物」をご紹介します。
シンプルな味付けながらえびの旨味でおいしく
仕上がる、お手軽レシピです。

材料（4人分）

甘えびの頭の
お吸い物

上品な香りが魅力の甘えびのお吸い物

浜のおかあさん

レシピ

甘えびの頭のひげをとる。
鍋に水480ccを入れ、お湯を沸かし甘えびの頭
を入れる。
火が通ったら、お好みで塩や顆粒だしで味を調
える。(あくが出るのでよくとる)
長ねぎを斜め薄切りにして、火を止めてから入
れる。
盛り付けをして出来上がり。
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